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小林
市議会だ
よ
り

９月

３月

６月12 月

「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。

■ 6 月定例会あらまし　　　　　　   　 ・・Ｐ２
■ 委員会審査報告　　　　　 　　　　  ・・Ｐ３
■ 一般質問　　　　　　　                     　・・Ｐ４～
■ 表決結果一覧　　　 　　　　　　　  ・・Ｐ１０～

※今回の表紙は、小林高校書道部が第 40 回宮崎県高等学校席上揮
き ご う

毫大会に出場し

たときの様子です。9 ページに「表紙のひとコマ」を掲載しています。

■ 議会傍聴・議場見学　　　　　 　　  ・・Ｐ１２
■ 令和３年度政務活動費の実績報告 　  ・・Ｐ１３
■ 議員紹介コーナー　　　　　　　　   ・・Ｐ１４
■ 語り継ぐ小林の歴史　　　　　　  　 ・・Ｐ１５
■ 杉元 豊人 議員のイチオシ !! 　　　　 ・・裏表紙



事
業
内
容　

今
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間

に
耕
種
作
物
を
出
荷
す
る
な
ど
、
所
定
の
要

件
を
満
た
す
農
業
生
産
者
に
基
本
給
付
金

５
万
円
を
支
給
す
る
。

意
見　

対
象
農
家
へ
の
周
知
徹
底
及
び
申
請

手
続
の
支
援
を
求
め
る
。

事
業
内
容　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困

窮
者
な
ど
、
従
来
の
分
野
別
の
相
談
・
支
援

で
は
課
題
解
決
に
結
び
つ
か
な
い
困
り
ご
と

に
対
応
す
る
た
め
の
包
括
的
な
支
援
体
制
づ

く
り
へ
向
け
た
事
業
で
あ
る
。

意
見　

国
の
制
度
に
の
っ
と
っ
た
事
業
の
み

な
ら
ず
、
本
市
独
自
の
取
組
も
検
討
を
。

事
業
内
容　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

一
部
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
事
前
予
約
に
応

じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
実
証
運

行
を
す
る
た
め
、
課
題
の
分
析
や
計
画
策
定

を
行
う
。

意
見　

今
後
検
討
さ
れ
る
予
約
や
配
車
の
シ

ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
等
に
配
慮
し
た
簡
易
で

分
か
り
や
す
い
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。

事
業
内
容　

令
和
５
年
度
に
は
、
定
員
40
名

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
新
設
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
今
回
は
、
国
の
補
助
金
の
増
額
に

伴
う
補
正
で
あ
る
。

意
見　

子
ど
も
を
持
つ
親
が
希
望
ど
お
り
に

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
体
制
整
備
を
求
め
る

事
業
内
容　

今
後
の
西
小
林
地
区
の
教
育
施

設
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

意
見　

将
来
を
見
据
え
、
地
域
の
意
見
を
十

分
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
区
の
他
の
公

共
施
設
の
在
り
方
も
含
め
検
討
を
。

令和４年度一般会計補正予算16億7684万円を可決
   

　６月定例会は、６月10日から28日までの19日間の会期で開かれました。

　今期定例会では、市長から提案された報告２件、一般会計補正予算など11議案のほか、

委員会提出の意見書２件の審議を行い、いずれも原案のとおり可決（承認）しました。

　また、一般質問では、10人の議員が登壇し、市長の政治姿勢、子育て環境、農業振興な

ど市政全般にわたり論戦が繰り広げられました。

～時勢に対応した経済対策と新型コロナへの対応に重点～　　 

６
月
定
例
会

あらまし

●おめでとう赤ちゃん祝品を支給 ＆ 新婚さんの生活を応援

●すきむらんど ＆ 道の駅ゆ～ぱるのじりのリニューアル

注目事業ピックアップ

●今年度第２弾！プレミアム付商品券 ＆ 宿泊者クーポン券
　（地域経済緊急支援事業費　９７５０万円）

（少子化対策事業費　９０７万円）

（観光施設維持管理費（臨時）　７０２５万円）

議員：すきむらん

どの農林漁業体験

実習館を解体した

あとは？

答弁：芝生広場を整備し、飲

食物を提供するためのキッチ

ンカーを導入。コロナ禍で

も安心して楽しめる屋外レ

ジャー施設にしたい。

議員：赤ちゃん祝

品の内容は？

答弁：育児に必要なおむつ、

お尻ふき、ベビー石けん、お

もちゃなどの詰め合わせを考

えている。

議員：これまでの

１万３千円の商品

券との違いは？

答弁：新たにスナック等やタ

クシー、運転代行で利用でき

る２千円分を上乗せし、１万

５千円分の商品券とする。

議員：対象となる

夫婦と補助の内容

は？

答弁：夫婦とも 39 歳以下で

あるほか、所得などの要件を

満たす場合に、住宅取得費用

などの一部を補助する。

議員：道の駅ゆ～

ぱるのじりの改修

は？

答弁：物産販売エリアとレス

トランエリアを改修し、小林

の食の魅力を効果的に発信で

きる施設にしたい。

（議案に対する質疑から抜粋）

議案質疑の様子は

ここからチェック！

議員：購入価格は

これまでと変わら

ず１万円か？

答弁：今までどおり１万円と

し、１万５千セットを発行予

定である。
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委員会審 査 報 告

はなみずき№ 62３

　骨格予算であった当初予算に、６月定例会で新たに提案（肉付け）された一般会計補正予算。

その審査は「予算審査特別委員会」に付託され、常任委員会を単位とする３つの分科会で

議論を深めました。以下に、今回の一般会計補正予算の主な事業をまとめました。　　　

◆
気
軽
に
乗
れ
る
地
域
交
通
を

　以上のほか、特別会計補正予算や条例改正、請願などは、総務文教委員会・

経済産業委員会・市民厚生委員会においてそれぞれ詳細な審査を行いました。

※骨格予算とは、市長選挙を控えていたため、政策的な経費を抑え、必要最小限の収支のみを計上した予算のこと。

※

総
務
文
教
分
科
会

（
デ
マ
ン
ド
型
交
通
実
証
運
行
事
業
費　

４
９
９
万
円
）

分科会審査の様子

◆
学
び
の
礎

い
し
ず
えは

地
域
と
と
も
に

（
学
校
と
地
域
の
未
来
創
生
事
業
費　
　
　
　

41
万
円
）

経
済
産
業
分
科
会

◆
市
民
の
た
め
の
体
育
館
整
備
を

（
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
整
備
事
業
費　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
７
４
万
円
）

◆
耕
種
作
物
生
産
者
を
支
援

（
園
芸
作
物
等
燃
油
・
資
材
高
騰
対
策

　

臨
時
給
付
金
支
給
事
業
費　
　
　

 

６
０
０
５
万
円
）

市
民
厚
生
分
科
会

◆
分
野
を
越
え
た

　
　
　

包
括
的
な
支
援
体
制
へ

（
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
費　
　

１
２
９
１
万
円
）

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
設

（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費 

臨
時 　
　

30
万
円
）

分科会審査の様子

問答

　

。

事
業
内
容　

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
複
合
型
総
合
体
育
施
設
整
備
に
係
る
基

本
設
計
を
策
定
す
る
。

　
　

基
本
設
計
に
盛
り
込
む
内
容
及
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

基
本
計
画
の
内
容
を
基
に
、
お
お
よ
そ

の
配
置
や
面
積
、
間
取
り
等
を
令
和
５
年
３

月
ま
で
に
決
定
す
る
。

意
見　

整
備
に
よ
っ
て
様
々
な
効
果
も
期
待

さ
れ
る
が
、
体
育
館
移
転
に
よ
る
利
便
性
、

既
存
施
設
の
解
体
や
利
活
用
問
題
、
物
価
高

騰
の
影
響
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
課

題
解
決
に
真し

ん

し摯
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
周
知
徹
底
を
求

め
る
。

換気や検温、消毒作業などの感染対策を十分行いながら議会運営を行っております。



　
　

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
や
、
当

事
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

　
　

生
活
自
立
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
対
応
し
て
い
る
ほ
か
、
今

後
は
国
が
進
め
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
に
お
い
て
、
家
族
会

や
当
事
者
の
居
場
所
づ
く
り
等
を

考
え
て
い
る
。

　
　

支
援
員
の
人
材
育
成
の
取
組

は
。

　
　

本
市
独
自
の
ひ
き
こ
も
り
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
研
修
会
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
　

き
ず
な
協
働
体
に
望
む
活
動

と
行
政
の
支
援
は
。

　
　

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
自
主
的
な

活
動
を
望
む
。
行
政
と
し
て
は
、

財
政
的
支
援
、
情
報
の
共
有
・
提

供
の
支
援
、
人
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　
　

　
　

進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

野
尻
中
学
校
の
体
育
館
屋
根

改
修
工
事
は
終
了
し
、
東
方
中
学

校
の
体
育
館
改
修
は
令
和
５
年
度

に
計
画
し
て
い
る
。
三
松
小
学
校

の
体
育
館
改
築
は
、
敷
地
や
改
築

方
法
な
ど
の
検
討
を
要
す
る
。
西

小
林
地
区
学
校
施
設
の
整
備
は
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
複

合
化
・
集
約
化
を
検
討
し
た
い
。

　
　

　
　

今
後
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、

今
年
４
月
末
時
点
で
の
現
状
は
。

　
　

高
齢
化
率
は
、
約
37
％
で
あ

り
、
第
１
号
被
保
険
者
数
（
65
歳

以
上
）
が
１
万
６
２
７
６
人
、
第

２
号
被
保
険
者
数
（
40
歳
～
64
歳

ま
で
）
が
、
本
計
画
の
推
計
で
は

１
万
３
２
９
２
人
（
令
和
３
年
度

末
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
要

支
援
・
要
介
護
者
認
定
数
は
、
第

１
号
被
保
険
者
で
２
７
５
３
人
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

介
護
保
険
料
の
見
通
し
は
。

　
　

介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金

を
３
年
ご
と
に
１
億
円
取
り
崩
す

こ
と
を
前
提
に
、
基
準
の
保
険
料

月
額
で
令
和
７
年
度
は
６
３
４
９

円
、
令
和
22
年
度
は
９
０
１
２
円

と
推
計
し
て
い
る
。

　
　

　　
　

空
き
家
の
状
況
は
。

　
　

現
状
、
市
営
住
宅
は
37
団
地

８
０
１
戸
を
管
理
し
て
い
る
が
、

政
策
空
家
71
戸
を
含
め
る
と
、
全

体
で
は
、
２
１
１
戸
が
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

ト
イ
レ
の
状
況
は
。

　
　

洋
式
化
率
は
67
％
で
あ
り
、

残
り
33
％
は
、
ま
だ
汲
み
取
り
和

式
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
28
年
の
０
歳
～
５
歳
の

児
童
人
口
は
、
２
３
７
９
人
で
、

令
和
６
年
の
推
計
で
は
１
８
６
４

人
と
５
１
５
人
も
減
少
す
る
。
今

年
度
、
幼
児
教
育
保
育
施
設
の
定

数
を
１
２
０
人
削
減
し
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
、
令
和
元
年

度
か
ら
大
き
く
減
少
し
た
出
生
数

等
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

今
年
度
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
待
機

児
童
が
生
じ
て
い
る
。
解
決
策
は
。

　
　

国
の
基
準
を
上
回
る
臨
時
的

な
利
用
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
国

県
と
協
議
中
で
あ
る
。
国
庫
補
助

金
の
確
保
な
ど
、
条
件
が
整
え
ば

受
入
れ
体
制
が
確
保
で
き
る
。

　
　

記
念
事
業
の
実
施
は
。

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー

は
、
JR
吉
都
線
利
用
促
進
協
議
会

で
検
討
さ
れ
る
が
、
１
１
０
周
年

記
念
の

冠
か
ん
む
り

事
業
と
す
る
な
ど
考

え
て
い
る
。

　
　

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
な
な

つ
星
in
九
州
が
吉
都
線
に
入
線
す

る
。
市
民
総
力
戦
の
お
も
て
な
し
・

お
出
迎
え
が
重
要
と
考
え
る
が
。

　
　

駅
の
ホ
ー
ム
や
沿
線
で
旗
を

振
っ
た
り
、
横
断
幕
を
掲
示
す
る

な
ど
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
、

同
協
議
会
で
検
討
を
重
ね
る
。

４2022/6 はなみずきはなみずき№ 62５

市
民
の
声
を

　
　
　

お
届
け
中

ななつ星が吉都線入線
問答

自
じ み ん と う

民党きずなの会
かい

原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

問

一   般   質     問

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　

議
員
が
、
市
政
へ
の
提
案
、
日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通
し
て

疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
改
め
た
い
こ
と
、
実
現
す
べ
き

こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
、
市
長
・
部
長
等
が
答
弁
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

一般質問者のＱＲコードを読み取ることで、録画配信を YouTube

（ユーチューブ）でご覧いただくことができます。

議会中継

議会中継　ライブ配信・録画配信ページは　
　　　　　　　　　　　　　　コチラから⇒

インターネットからご覧になるときは・・

小林市議会　動画配信 検索

◎ライブ配信は定例会「本会議」の開会中

に配信しています。

答 子
育
て
環
境

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の
分
野
別
だ
け
で
は

な
く
包
括
的
に
支
援
を
し
て
い
く
た
め
の
連
携
や

協
働
を
進
め
る
事
業
の
こ
と
。

一   般   質     問

市民総力戦によるお出迎え

吉
都
線
１
１
０
周
年

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

高齢者を取り巻く現状

ひきこもり支援体制は

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

安心安全な住環境を

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画

新たなひきこもり支援体制を

問答

問

こばやし令
れ い わ

和の会
かい

貴
き じ ま

嶋 憲
け ん た ろ う

太郎 議員

こばやし令
れ い わ

和の会
かい

髙
た か の

野 良
よしふみ

文 議員

答 問

答

答

答 問

問

一   般   質     問

一   般   質     問

問答

市
営
住
宅
の
現
状

答 問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

問

答

き
ず
な
協
働
体
へ
の
活
動
支
援

◆
豆
辞
典

問答

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

問答

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

政
策
空
家
と
は
、
廃
止
や
建
て
替
え
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
規
の
入
居
者
募
集
を
行
っ

て
い
な
い
住
宅
の
こ
と
。

◆
豆
辞
典



　
　

国
は
米
を
転
作
し
た
農
家
に

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を

支
給
す
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
に
は
、

10
ア
ー
ル
当
た
り
８
万
円
の
交
付

金
を
支
給
す
る
ほ
か
、
麦
な
ど
の

転
作
に
対
し
て
も
支
給
す
る
。
今

回
の
制
度
見
直
し
の
内
容
は
、
今

後
５
年
間
、
一
度
も
水
張
り
し
な

い
農
地
を
交
付
対
象
外
と
す
る
も

の
。
農
家
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。

本
市
の
交
付
金
の
実
績
は
。

　
　

本
市
の
農
家
へ
の
交
付
金
は

令
和
３
年
度
が
約
６
億
６
５
０
０

万
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
は
３
億
３
９
０
０
万
円
で

あ
っ
た
。
制
度
見
直
し
の
影
響
は

大
き
い
と
考
え
る
が
、
ま
だ
国
会

等
で
も
議
論
中
で
あ
る
。

　
　

売
上
げ
１
０
０
０
万
円
以

下
は
、
消
費
税
免
税
事
業
者
で

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
全
国
で
約

４
０
０
万
の
事
業
者
が
登
録
業
者

に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
周
知
状
況

は
。

　
　

小
林
税
務
署
か
ら
の
依
頼

で
、
制
度
や
相
談
会
の
チ
ラ
シ
に

よ
り
周
知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
小

林
商
工
会
議
所
管
内
で
昨
年
４
回

の
研
修
が
あ
り
、
87
人
の
参
加
が

あ
っ
た
。
一
方
で
、
約
６
割
が
特

段
の
準
備
を
行
っ
て
い
な
い
と
い

う
調
査
結
果
も
あ
る
。

　
　

　
　

主
な
改
正
の
内
容
は
。

　
　

成
年
年
齢
の
引
下
げ
に
よ

り
、
18
歳
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
、
親
の
同
意
な
し
に
契
約
が

で
き
る
ほ
か
、
性
同
一
性
障
害
の

方
が
性
別
変
更
の
申
し
立
て
を
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
婚

姻
開
始
年
齢
が
男
女
と
も
に
18
歳

に
統
一
さ
れ
た
。

　
　

市
民
へ
の
影
響
は
。

　
　

今
ま
で
未
成
年
者
取
消
権
が

あ
っ
た
が
、
18
歳
及
び
19
歳
の
方

は
、
こ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

や
悪
徳
商
法
な
ど
に
よ
る
消
費
者

被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

市
民
へ
の
広
報
活
動
は
。

　
　

今
年
２
月
、
市
内
３
校
の
高

校
３
年
生
に
、
消
費
生
活
に
関
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
「
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
１
８
８
の
ボ
ー

ル
ペ
ン
を
配
り
啓
発
を
図
っ
た
。

　
　

学
校
で
の
消
費
者
教
育
は
。

　
　

社
会
科
や
家
庭
科
な
ど
の
学

習
の
中
で
、
消
費
者
の
基
本
的
な

権
利
や
責
任
、
契
約
な
ど
に
つ
い

て
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
学
習
を

進
め
て
い
る
。

　
　

学
校
と
し
て
説
明
会
等
は
。

　
　

校
長
会
等
で
消
費
者
教
育
の

情
報
提
供
を
行
い
、
各
学
校
の
家

庭
教
育
学
級
や
授
業
参
観
な
ど
の

懇
談
会
で
啓
発
が
図
ら
れ
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

　
　

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域

医
療
の
縮
小
な
ど
、
２
０
２
５
年

問
題
を
前
に
懸
念
さ
れ
る
が
。

　
　

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
や

市
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り
の

さ
ら
な
る
推
進
を
行
う
。

　
　

子
育
て
環
境
の
充
実
の
た

め
、
医
療
費
、
保
育
料
、
給
食
費

な
ど
の
無
償
化
の
考
え
は
。

　
　

で
き
る
限
り
の
助
成
は
考
え

た
い
が
、
抜
本
的
な
少
子
化
の
問

題
点
を
分
析
し
な
が
ら
、
一
番
よ

い
方
法
を
探
っ
て
い
く
。

　
　

農
業
・
中
小
企
業
の
振
興
、

廃
業
対
策
は
。

　
　

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携

し
、
国
の
助
成
制
度
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
支
援
に
努
め
る
。
中
小

企
業
の
廃
業
対
策
に
つ
い
て
は
、

小
林
商
工
会
議
所
内
の
小
林
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
に
事
業
承
継

の
相
談
窓
口
を
設
け
対
応
し
て
い

る
。

　
　

集
中
豪
雨
の
発
生
頻
度
は
、

こ
の
45
年
で
４
倍
近
く
増
加
し
て

い
る
が
、
防
災
対
策
は
。

　
　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
側
溝
の
清
掃
や
土ど

の

う嚢

に
よ
る
補
強
を
行
っ
て
い
る
。
市

で
対
応
で
き
な
い
部
分
は
、
市
民

に
丁
寧
に
説
明
し
た
い
。

はなみずき№ 62７

市長２期目の舵
か じ と

取りは
問答答 産

業
育
成
、
雇
用
対
策
の
現
状

子育て環境の充実を

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

成年年齢が 18 歳に改正

　
　

市
長
の
活
動
を
も
っ
と
知
り

た
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

　
　

市
長
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
非

常
に
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
市
広
報
紙
や
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
く
。

　
　

学
校
で
の
い
じ
め
の
状
況

は
。

　
　

昨
年
度
の
実
績
で
、
小
学
校

で
の
認
知
件
数
は
69
件
、
解
消
さ

れ
た
も
の
が
58
件
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
中
学
校
で
の
認
知
件
数
は
12

件
、
解
消
が
12
件
で
あ
っ
た
。

　
　

昨
年
の
経
営
状
況
は
。

　
　

令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
経
営
状
況
は
、
電
力
供
給

逼ひ
っ
ぱ
く迫

に
よ
る
取
引
価
格
の
異
常
な

高
騰
等
も
あ
り
、
約
２
５
０
０
万

円
の
純
損
失
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

等
の
影
響
を
受
け
た
燃
料
価
格
高

騰
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
大
手
電

力
会
社
は
料
金
を
値
上
げ
す
る
と

見
ら
れ
る
。
同
社
も
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
市
の
財

政
状
況
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
状
況
把
握
に
努
め
、
同

社
へ
指
導
・
助
言
す
べ
き
で
あ
る
。

市長自身のＰＲ方法は

消費者被害防止は家庭・学校から

教
育
行
政

市も出資する「こばでん」

問答

問

凛
りんゆうかい

悠会
押
おうりょうじ

領司 剛
つよし

 議員

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員

答 問 答答 問

一   般   質     問

一   般   質     問

問答

民
法
改
正
の
内
容
と
影
響

答 問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

問答

◆
豆
辞
典

水田活用交付金継続を
減
反
交
付
金
カ
ッ
ト
や
め
よ

田の神さぁに豊作を祈る

問答

日
にほんきょうさんとう

本共産党
時
ときとう

任 隆
りゅういち

一  議員

答

問

一   般   質     問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
中
止
を

６2022/6 はなみずき

一   般   質     問

凛
りんゆうかい

悠会
舞
ま い た

田 重
しげはる

治 議員

問答 問答

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

未
成
年
者
取
消
権
と
は
、
民
法
の
規
定
で
、
未
成

年
者
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契
約
し
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
権
利
の
こ
と
。

問

問答

豆
辞
典

２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
り
、
社
会
保
障
費
の
増
大
や
労
働
力
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
、
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る

問
題
。

防
災
対
策

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
と
は
、
稲
の
穂
と
茎
葉
を
同
時
に
刈

り
取
っ
て
ロ
ー
ル
状
に
し
、
フ
ィ
ル
ム
で
ラ
ッ
ピ

ン
グ
し
て
発
酵
さ
せ
た
牛
の
飼
料
の
こ
と
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
り
手
が
買
い
手
に
対

し
て
、
消
費
税
額
な
ど
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
の

書
類
を
発
行
す
る
制
度
の
こ
と
。
来
年
10
月
か
ら

開
始
さ
れ
る
。

◆
豆
辞
典

意

グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
こ
ば
や
し

◆
豆
辞
典

◆
豆
辞
典

お
し
え
て

こ
す
モ
～

　

、



　
　

　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
長
期

化
、
円
安
等
で
、
原
油
や
食
料
品

な
ど
の
必
需
品
の
値
上
げ
が
相
次

い
で
い
る
が
影
響
と
対
策
は
。

　
　

農
畜
産
業
で
は
、
燃
油
や
肥

料
、
農
業
用
資
材
、
配
合
飼
料
の

価
格
高
騰
が
見
ら
れ
る
。
商
工
業

も
様
々
な
業
種
が
影
響
を
受
け
て

い
る
。
商
工
会
議
所
で
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
や
農
家
へ
の
市
独

自
の
給
付
金
を
考
え
て
い
る
。

　
　

物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い

高
齢
者
や
低
所
得
者
へ
の
対
策

は
。

　
　

国
の
交
付
金
の
ル
ー
ル
に
基

づ
き
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
支
援

も
検
討
す
る
。

　
　

今
後
の
公
共
施
設
に
お
け
る

基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　

中
長
期
的
に
見
て
、
公
共
施

設
総
量
の
縮
減
は
必
要
。
現
存
施

設
の
長
寿
命
化
や
集
約
化
・
複
合

化
を
進
め
な
が
ら
も
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
機

能
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
　

市
民
の
理
解
や
、
当
面
の
危

機
意
識
を
共
有
で
き
る
よ
う
情
報

の
公
開
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

広
報
紙
等
で
公
共
施
設
の
現

状
と
課
題
、
施
設
総
量
縮
減
の
必

要
性
を
説
明
し
理
解
を
求
め
て
い

く
。

解体が予定されているみどり会館

はなみずき№ 62９

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
待
機

児
童
が
出
て
い
る
と
聞
い
た
。
昨

年
転
勤
さ
れ
て
き
た
方
は
、
申
込

締
切
り
に
間
に
合
わ
ず
断
ら
れ
、

９
月
に
入
会
で
き
る
ま
で
、
１
年

生
と
４
年
生
の
２
人
だ
け
で
自
宅

で
過
ご
し
た
と
の
こ
と
。
待
機
児

童
が
今
34
人
い
る
と
い
う
が
、
市

長
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
知
っ
て

い
た
か
。

　
　

定
員
は
決
ま
っ
て
い
る
。
待

機
児
童
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
聞

い
て
い
た
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
は
ど

こ
も
同
じ
か
。
学
校
か
ら
児
童
ク

ラ
ブ
ま
で
の
車
代
を
徴
収
し
て
い

る
所
も
あ
る
と
聞
く
が
。

　
　

市
の
条
例
に
基
づ
き
、
同
じ

金
額
と
な
っ
て
い
る
。
複
数
の
児

童
ク
ラ
ブ
が
送
迎
車
を
持
ち
、
児

童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
　

入
会
申
込
み
が
２
月
中
旬
ま

で
で
、
決
定
通
知
が
３
月
中
旬
で

あ
る
。
教
職
員
の
異
動
の
内
示
は

い
つ
か
。

　
　

３
月
下
旬
で
あ
る
。

　
　

入
会
決
定
に
間
に
合
わ
な
い

が
。

　
　

令
和
４
年
度
は
、
定
員
を
35

名
増
員
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模

校
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

は
、
転
勤
者
枠
を
１
～
２
枠
確
保

し
た
。

　
　

不
足
す
る
地
域
に
児
童
ク
ラ

ブ
の
増
設
を
。

　
　

児童クラブに入れない
問答

答

児
童
ク
ラ
ブ
に
待
機
児
童
が

学校近くのクラブに入れるように

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

　
　

こ
れ
ま
で
も
委
員
会
等
で
入

札
の
問
題
を
指
摘
し
て
き
た
。
実

態
に
見
合
わ
な
い
入
札
の
仕
組
み

が
今
回
の
談
合
事
件
を
生
み
出
し

た
の
で
は
。

　
　

３
点
ほ
ど
課
題
が
あ
っ
た
と

考
え
る
。
①
長
年
同
一
メ
ー
カ
ー
・

同
一
車
種
の
仕
様
書
で
あ
っ
た
。

②
参
考
見
積
書
を
同
一
デ
ィ
ー

ラ
ー
１
社
か
ら
徴
取
し
て
い
た
。

③
当
該
車
種
を
取
り
扱
う
全
事
業

者
12
社
を
指
名
し
競
争
性
を
担
保

し
よ
う
と
し
た
が
、
逆
に
業
者
が

固
定
化
し
た
。

　
　

発
注
担
当
課
が
入
札
業
者
の

選
定
を
行
う
こ
と
で
、
偏
り
や
固

定
化
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
後
、
入
札
の
平
等
性
を
ど

の
よ
う
に
担
保
し
て
い
く
の
か
。

　
　

入
札
担
当
で
あ
る
財
政
課
に

お
い
て
、
指
名
回
数
、
落
札
状
況

な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
業
者
を
調

整
す
る
な
ど
、
今
後
も
公
平
・
公

正
な
入
札
執
行
に
努
め
て
い
く
。

　
　

今
回
の
談
合
が
あ
っ
た
塵じ

ん
か
い芥

収
集
車
の
落
札
価
格
は
１
２
０
０

万
円
近
く
で
あ
っ
た
。
他
の
自
治

体
で
は
７
０
０
～
８
０
０
万
円
で

あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
差
が
あ
る
も

の
な
の
か
。

　
　

デ
ィ
ー
ラ
ー
１
社
か
ら
の
参

考
見
積
を
も
と
に
予
定
価
格
を
設

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
金
額
的
に

も
高
い
設
定
に
な
っ
た
。

　

公平公正な入札執行を

入札の透明性をいかに担保するか

問答

答

一   般   質     問

問答

問

問答

物価高騰の影響と対策
公
共
施
設
の
老
朽
化
と
対
策

問答

答

問

一   般   質     問

問答答

問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

８2022/6 はなみずき

一   般   質     問

詳

し

く

は

コ
チ
ラ
か
ら

公
こうめいとう

明党
 鎌

か ま た

田 豊
とよかず

数 議員
新
しんせいかい

生会
下
しもおき

沖 篤
あ つ し

史 議員

永年勤続の表彰伝達がありました
　今回、本市議会から市議会議員として 15 年に
わたり、市政発展に尽くした功績により、坂

さかした

下 
春
はるのり

則 議員、髙
た か の

野 良
よしふみ

文 議員が全国市議会議長会か
ら表彰され、6 月定例会において表彰状が伝達さ
れました。

表紙のひとコマ

　表紙の大会は去る６月、宮崎市において県内の書道部員

約 200 人が参加して開催されました。

　表紙の中央は、この大会をもって部を引退した森
もりやま

山香
か す み

澄

さん（前列左から２番目）。小林高校書道部唯一の３年生

です。森山さんと後輩の皆さんのさらなる飛躍を応援して

います。

　取材：前田 隆博 ／下沖 篤史 　

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり 議員

問

問答意

坂
さかした

下 春
はるのり

則 議員 髙
た か の

野 良
よしふみ

文 議員森
も り た

田 哲
てつろう

朗 議長



（令和 4 年４月 28 日）令和４年第４回臨時会
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報告案件
報告 4

専決処分の承認を求めることについて
（市税条例等の一部改正） 承認 ○○○○○○○○○欠○○－○○○○○○

報告
（提出１） 令和３年度水道事業会計予算繰越計算書 報告に対する質疑をもって終了

報告
（提出２） 令和３年度下水道事業会計予算繰越計算書 報告に対する質疑をもって終了

人事案件
議案 38 

副市長の選任
・鶴水　義広（つるみず　よしひろ）氏 同意 ○○○○○○○○○欠○○－○○○○○○

議案番号 議案名
表決
結果

（令和 4 年 5 月 10 日）

R4 補正予算
議案 39 一般会計補正予算（第２号）

原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 40 国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 41 農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 42 介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 43 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 44 水道事業会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 45 下水道事業会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 46 病院事業会計補正予算（第１号）
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

条例関係
議案 47

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期
付職員の採用等に関する条例の一部改正

原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 48 常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－○○○○○○

議案 49 病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正
原案
可決 ○○○○●○○○○○○○－●○●○○○

議案 50 市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

人事案件
議案 51

監査委員の選任
・畠中　光男（はたなか　みつお）氏 同意 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 52 教育委員会の委員の任命
・園田　貞哉（そのだ　さだや）氏 同意 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

令和４年第５回臨時会

令和４年第 6 回定例会 （令和 4 年６月 10 日～６月 28 日）

表決結果 一 覧

「小林市議会の運営に関する基準」に基づき、提案された全議案に対して、各議員の表決態度（賛否）を公表しています。

掲載に当たっては、次のとおりです。（○ : 賛成　● : 反対　欠：欠席　－ : 議長は表決には加わらないため）
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表決結果 一 覧
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R4 補正予算
議案 53

一般会計補正予算（第４号）【6 月 10 日採決】
※新型コロナウイルス感染症畜産支援事業費に係
るもの

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 54 一般会計補正予算（第５号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 55 国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 56 水道事業会計補正予算（第２号）
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 63
【６月 28 日追加提案】

一般会計補正予算（第６号）
※地域経済緊急支援事業費に係るもの

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

条例関係
議案 57 国民健康保険税条例の一部改正

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－●○●○○○

議案 58 介護保険条例の一部改正
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 59 すきむらんどの設置及び管理に関する条例の一部
改正

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 60 病院事業薬剤師・看護師等奨学金貸与条例の一部
改正

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

その他
議案 61 市道路線の認定

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案 62 市道路線の変更
原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

請願
請願１

「水田活用の直接支払交付金」の見直しを中止し、
すべての農家経営への支援策強化を求める請願 採択 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

請願２ 地方財政の充実・強化を求める意見書の採択を行
い関係機関への送付を求める請願 採択 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

意見書
意見書１

【総務文教委員会提出】
地方財政の充実・強化を求める意見書

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

意見書２
【経済産業委員会提出】

水田活用の直接支払交付金の見直しをやめ、農家
経営支援強化を求める意見書

原案
可決 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

議案番号 議案名
表決
結果

報告案件
報告 ５

専決処分の承認を求めることについて
（一般会計補正予算（第３号））

※子育て世帯生活支援特別給付金支給事業費に係る
もの

承認 ○○○○○○○○○○○○－○○○○○○

報告 ６ 専決処分した事件の報告 報告に対する質疑をもって終了

報告
（提出 1） 令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報告に対する質疑をもって終了

報告
（提出 2）

（有）のじり農産加工センターに係る令和４年度事
業の計画及び令和３年度決算に関する書類 報告に対する質疑をもって終了

報告
（提出 3）

ハーメックのじり（株）に係る令和４年度事業の計
画及び令和３年度決算に関する書類 報告に対する質疑をもって終了

報告
（提出 4）

（株）のじりアグリサービスに係る令和４年度事業
の計画及び令和３年度決算に関する書類 報告に対する質疑をもって終了
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複
合
型
総
合
体
育
施
設
整
備
事
業
に
反
対
。
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て
な

い
。
国
体
開
催
に
向
け
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
事
業
費
は
39
億
円
。
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
市
民
生
活
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
く
ら
し

を
支
え
る
事
業
を
最
優
先
に
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
迫 

み
ど
り 

議
員 

反対討論
　

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
は
、
市
民
と
小
林
市
の
将
来
を
担
う
次
世

代
に
残
す
重
要
な
拠
点
施
設
で
あ
る
。
市
民
に
末
永
く
親
し
ま
れ
、
喜
ば
れ

る
施
設
と
な
る
よ
う
市
民
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
予
算
は
い
ず
れ
も
的
を
射
た
適
切
な
補
正
予
算
で
あ
る

と
確
信
す
る
。
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員

賛成討論

　６月定例会において、意見書２件が可決され関係機関

に送付しました。

意見書１
地方財政の充実・強化を求める意見書

議案の内容は
こちらから

議案第 54 号一般会計補正予算

意見書２
水田活用の直接支払交付金の見直しを
やめ、農家経営支援強化を求める意見書

　請願２件のうち、請願第１号「水田活用の直接支払

交付金」の見直しを中止し、すべての農家経営への支

援策強化を求める請願 については、審査を行った経

済産業委員会において、次のような意見がありました。

　今回の制度見直しにより、農家の営農等に非常に大

きな影響を及ぼすおそれがあり、離農や耕作放棄の増

も懸念される。本市は畜産業が基幹産業であり、飼料

作物に対する交付金制度は非常に重要であることか

ら、国に対し意見書の提出を行うべき。

議案の内容は
こちらから

議案の内容は
こちらから

請 願 

意 見 書

詳細は２～３ページ



科目

会派名

総計

新生会 凛悠会
こばやし
令和の会

日本共産党 公明党
自民党

きずなの会
立憲民主党

溝口 誠二 吉藤 洋子 髙野 良文 時任 隆一 鎌田 豊数 原 勝信 竹内 龍一郎

前田 隆博 押領司 剛 貴嶋 憲太郎 大迫 みどり

杉元 豊人 森田 哲朗 内ノ倉 利春

坂下 春則 西上 隆

下沖 篤史 舞田 重治

政務活動費
交付金（Ａ）

900,000 900,000 540,000 360,000 180,000 180,000 180,000 3,240,000

調査研究費 0

研修費 55,880 25,670 33,960 115,510

広報費 70,950 74,800 88,493 234,223

広聴費 2,062 2,520 3,457 8,039

要望・陳情
活動費

0

会議費 0

資料作成費 10,784 11,878 22,662

資料購入費 12,172 18,700 39,600 13,640 88,050 172,162

人件費 0

事務所費 0

支出実績額 ０ 80,898 44,370 124,948 47,600 74,800 180,000 552,616

交付確定額
（Ｂ）

０ 80,898 44,370 124,948 47,600 74,800 180,000 552,616

返還額
（Ａ－Ｂ）

900,000 819,102 495,630 235,052 132,400 105,200 ０ 2,687,384

執行率（％）
（Ｂ／Ａ）

０ 8.99 8.22 34.71 26.44 41.56 100 17.06

■令和３年度政務活動費の実績報告
（単位：円）

　小林市議会では、条例を定めて「政務活動費」を各会派に交付しています。

　「政務活動費」とは、議会議員の調査研究等の活動に

必要な経費のことです。

交付目的：議会議員の調査研究その他の活動に資するための経費として交付

交付額：１人当たり　月額１万５千円（年額１８万円）

使途の透明性：議長に使途の透明性の確保に関する努力義務を課すことを規定

　使い方については、使途基準や留意事項などを細かく決めて支出しています。

　また、収支報告書には全ての領収書を添付して、５年間保管しています。

　なお、残余金は、すべて市に返還済みです。

下の QR コードから、

小林市議会「政務活動費」の

ページにアクセスいただけます。

これ、知っちょった？
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学校（社会科見学）や各種団体の議場見学も随時、受け付けています。

団体で議場見学される際は、事前に議会事務局（℡：23-2475）にお問い合わせください。

西
小
林
小

永
久
津
小

議 会 傍  聴

議 場 見  学

　

令
和
４
年
６
月
14
日
に
西
小
林
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
ま
た
６
月
15
日
に
永
久
津
小
学

校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
小
林
市
の
政
治
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
、
議

会
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
様
子
を
ど
う
感
じ
た
の
か
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
５
月
23
日
に
紙
屋
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
ま
た
６
月
６
日
に

三
松
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
小
林
市
の
政
治
に

つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
、
議
場
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
学
で
は
、
議
場
で
議
会
に
つ
い
て
の
説
明
や
マ
イ
ク
を
使
っ
て
の
議
場
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
見
学
で
何
を
感
じ
た
の
か
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

紙
屋
小

三
松
小

　

ぼ
く
は
、
今
日
の
議
会
を

見
て
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
の
問
題
で
い
く
つ

か
納
得
し
た
点
が
あ
り
ま
し

た
。
議
会
は
、
と
て
も
静
か

で
、
と
て
も
し
ん
ち
ょ
う
に

話
し
合
っ
て
い
る
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ぼ
く
達
の
た
め

に
話
し
合
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
役
所
に
行
き
、
私
は
「
す

ご
い
な
。
」
と
感
じ
ま
し
た
。

理
由
は
、
議
会
な
ど
役
割
を

分
け
て
仕
事
を
し
て
お
り
、

市
民
に
よ
り
そ
う
気
持
ち
が

分
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
課
が
あ
り
、
市

民
の
願
い
を
か
な
え
よ
う
と

し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

中
に
入
っ
て
み
る
と
、
ひ

の
木
も
み
の
木
す
ぎ
の
木
の

い
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。

す
ご
い
と
思
っ
た
の
は
、
小

林
市
の
た
め
に
話
し
合
い
を

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
19
人
の
中

に
え
ら
ば
れ
た
ぎ
い
ん
さ
ん

た
ち
に
は
、
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

　

議
会
を
見
て
、
と
て
も
小

林
市
の
こ
と
を
一
生
け
ん
命

考
え
て
い
た
の
で
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
「
小

林
市
が
住
み
や
す
い
の
は
市

長
や
議
員
の
み
な
さ
ん
の
お

か
げ
だ
な
」
と
い
う
の
を
小

林
市
民
の
み
な
さ
ん
が
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

はなみずき№ 6213

議会開会日には、議員みずから横断幕とのぼり旗の設置を行います。

市議会は市役所東館の２階です。
お気軽に傍聴どうぞ～

ミニ知っちょった？

よ
～
し
や
る
ぞ
～

設置完了～



語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
31

～
二に

わ

ら

い

せ

き

原
遺
跡
公こ
う
え
ん園

～

　
　
　
　
　

                                     

（
参
考
文
献
：
小
林
市
史
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
材
・
編
集
：
押
領
司 

剛
／
杉
元 

豊
人

　

二
原
遺
跡
公
園
は
、
県
指
定
史
跡
で
あ
る
東ひ

が
し
に
わ
ら
ち
か
し
き
よ
こ
あ
な
ぼ
ぐ
ん

二
原
地
下
式
横
穴
墓
群
を
整
備
し
て
公
園
化

し
た
も
の
で
す
。

　

地ち
か
し
き
よ
こ
あ
な
ぼ

下
式
横
穴
墓
は
、
宮
崎
県
南
部
、
鹿
児
島
県
肝き

も
つ
き属
平
野
を
中
心
に
分
布
す
る
古
墳
時
代

の
墓
で
す
。
出
土
品
は
、
人
骨
が
21
体
分
の
ほ
か
、
鉄て

つ
ぞ
く鏃

（
や
じ
り
）、
刀と

う
す子

、
貝
輪
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

墓
は
本
来
、
神
聖
な
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
部
ま
で
見
学
で
き
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
二
原
遺
跡
公
園
で
は
、
地
下
式
横
穴
墓
と
い
う
南
九
州
独
特
の
古

い
に
し
えの

遺
産
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
16
基
の
う
ち
２
基
を
発
掘
調
査
当
時
の
ま
ま
露
出
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）
の
公
開
日
に
は
、
小
林
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
貴
重
な
お
話
と
と
も
に
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
古
代
の
息
吹
が
実
感

で
き
る
二
原
遺
跡
公
園
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

次
回
の
公
開
日
は
８
月
21
日
（
日
曜
日
）
で
す
。

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

142022/ ６はなみずき

このコーナーは、読者モニターから 「議員の顔が見えない」 などのご意見があり、

議員紹介のコーナーを企画してみてはどうかとの提案を受け、 前号に引き続き、

今回も議員を違った角度から紹介します。

【メッセージ】　

自由貿易の利益の公平分配、現場の

声が反映されるまちづくり。

【氏名】　

舞
ま い た

田　重
しげはる

治

【期数】

１期目

【趣味】　

読書、飲み会

【好きな言葉】　

理解しようという

気持ちと感謝

【居住地】

三松小校区

【氏名】　

溝
みぞぐち

口　誠
せ い じ

二

【期数】

５期目

【趣味】　

家庭菜園

【好きな言葉】　

努力に勝る天才なし

【居住地】

小林小校区【メッセージ】　　　　　　　　　　　

信条は「真面目に生きて、仕事に

熱中する」市政発展に寄与します。

【氏名】　

原
はら

　勝
かつのぶ

信

【期数】

３期目

【趣味】　

和 太 鼓、 ボ ラ ン

ティア活動

【好きな言葉】　

勇
ゆうおうまんしん

往邁進

【居住地】

小林小校区
【メッセージ】　

未
み ぞ う

曾有の災禍中ですが市民総力戦

【氏名】　

竹
たけうち

内　龍
りゅういちろう

一郎

【期数】

１期目

【趣味】　

読書・落語鑑賞・

ジョギング

【好きな言葉】　

継続は力なり

【居住地】

小林小校区【メッセージ】　

市民の立場に立って、安心して暮

らせるまちづくりを目指します。
【氏名】　

押
おうりょうじ

領司　剛
つよし

【期数】

１期目

【趣味】　

登山、アウトドア

【好きな言葉】　

感謝・誠実

【居住地】

細野小校区
【メッセージ】　

共有・協働、一体感を持って支え

合う人生を目指して進みたいです。

【氏名】　

前
ま え だ

田　隆
たかひろ

博

【期数】

１期目

【趣味】　

釣り・奉仕活動

【好きな言葉】　

刻
こくせきりゅうすい

石流 水

【居住地】

細野小校区【メッセージ】　

いじめ、虐待、子どもの貧困など

の言葉が消えてなくなる世の中に。

【氏名】　

時
ときとう

任　隆
りゅういち

一

【期数】

５期目

【趣味】　

アユ釣り

【好きな言葉】　

創意工夫

【居住地】

東方小校区【メッセージ】　
市民の声を行政に届け、税金の

無駄使いをチェックします。

【メッセージ】　

自然が大好きです。この地で安心

して暮らせる市政を目指します。

【氏名】　

大
おおさこ

迫　みどり

【期数】

４期目

【趣味】　

なぞ解き

【好きな言葉】

生きがいのある

人生を

【居住地】

紙屋小校区

４月 17 日に行われた小林市議会議員補欠選挙で当選

しました有木 将吾 議員を紹介します。

【氏名】　

有
あ り き

木　将
しょうご

吾

【会派】

凛
りんゆうかい

悠会

【委員会】

市民厚生委員会

【趣味】

音楽鑑賞・喫茶

【好きな言葉】

積
せきしょういだい

小為大

【居住地】

須木小校区

【メッセージ】

職責を最後まで全う

します。

小
林
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

公
園
内
は
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

（
施
錠
箇
所
を
除
く
）。

でこの難局に立ち向かいましょう。

はなみずき№ 6215

小
林
市
真
方
６
０
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９
番
地
２
外
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議員の

編  

集  

後  

記

　　

議
会
と
市
民
の
皆
様
を
つ
な
ぐ
「
は
な
み
ず

き
」
は
広
報
広
聴
委
員
会
の
８
名
の
委
員
で
作

成
し
て
お
り
、
年
間
30
回
近
く
委
員
会
を
開
催

し
、
日
々
校
正
・
校
閲
な
ど
の
編
集
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
も
２
年
半
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
「
は
な
み
ず
き
」
の
ご
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

               　
　
　
　
　
　
　

（
下
沖 

篤
史
）

　 ゆ～ぱるのじり　

　小林市唯一の道の駅　　　　　　　　　　を紹介します。

　平成 13 年にオープンし、 物産販売、 レストラン、 そして県内唯一の入浴施

設のある道の駅です。 おすすめの過ごし方は、 入浴施設で赤外線・ミストの２

種類のサウナとジェットバスで癒やされたあとの、 レストラン 「味
あじさい

彩」 でのラ

ンチです。 味
あじさい

彩では、 産地や食材にこだわった新メニューが続々登場していま

す。 ぜひ御賞味ください。 　　　　　　　　

　ゆ～ぱるとは、“湯”、“友”、悠久の “悠”、優しいの “優” などと、パル （英

語で友達） を合わせたもので、 たくさんの人に愛される、 たくさんの人に集っ

ていただく場所という意味で名づけられたものです。

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

9/2

開会日

３

４ ５

一般質問

６

一般質問

７

一般質問

８

一般質問

９ 10

11 12

議案質疑

13

議案質疑

14

委員会

15

委員会

16

委員会

17

18 19 20

委員会

（予備日）

21 22

決算審査

特別委員会

23 24

25 26 27

予算審査

特別委員会

28 29

最終日

次の９月定例会は

ゆ～ぱるのじり

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 62　2022. ６月議会号）

  差 出 有 効 期 間
令和 5 年 7 月 24 日まで

（切手を貼らずにお出しください）

286

道の駅

小林市野尻町三ヶ野山４３４７－１


